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以
上
の
よ
う
に
、
現
憲
法
は
日
本
が
再

度
自
分
た
ち
を
脅
か
す
強
国
と
な
る
こ

と
を
恐
れ
た
米
国
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
使
っ

て
敗
戦
国
と
し
て
弱
い
立
場
に
あ
る
日

本
に
強
制
的
に
押
し
付
け
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
現
憲
法
制
定
の
目
的
は
日
本

の
劣
化
と
弱
体
化
に
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
二
千
年
以
上
の
皇
室

の
伝
統
を
柱
に
独
特
の
精
神
文
化
を
持

つ
日
本
が
、
国
の
発
展
と
地
域
お
よ
び

世
界
の
平
和
安
定
と
繁
栄
を
目
指
す
べ

き
自
主
憲
法
の
理
念
は
全
く
相
容
れ
な
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い
。
国
家
と
し
て
最
低
限
の
国
民
の
生

命
を
守
る
安
全
保
障
の
面
か
ら
９
条
の

改
正
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
つ
ぎ
は

ぎ
だ
ら
け
の
改
正
を
し
て
も
、
そ
も
そ

も
の
理
念
・
目
的
が
違
う
の
だ
か
ら
、

す
っ
き
り
と
国
民
が
受
け
入
れ
、
誇
り

と
す
る
よ
う
な
使
い
勝
手
の
い
い
憲
法

と
は
成
り
得
な
い
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
70
年
、
沖
縄
返

還
50
年
の
２
０
２
２
年
こ
そ
、
自
主
憲

法
制
定
の
記
念
す
べ
き
年
と
す
べ
き
で

あ
る
。

守
る
こ
と
が
最
大
の
責
務
だ
と
思
う

が
、
現
憲
法
は
政
府
に
対
し
て
国
民
を

守
る
義
務
を
課
し
て
い
る
か
。

　
現
憲
法
に
よ
る
と
、
外
国
の
軍
隊
が

侵
略
し
た
場
合
、
政
府
は
国
民
を
守
る

義
務
も
権
限
も
な
い
。
日
本
国
民
の
運

命
は
、
ひ
と
え
に
外
国
人
の
「
公
正
と

信
義
」
へ
の
信
頼
、
す
な
わ
ち
、
外
国

人
の
胸
先
三
寸
に
委
ね
る
と
書
か
れ
て

い
る
。
自
主
憲
法
に
は
、
政
府
は
国
民

を
守
る
こ
と
を
最
大
の
責
務
と
す
る
、

と
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
日
本
人
自

ら
で
作
る
自
主
憲
法
に
は
、「
日
本
は

自
主
独
立
の
主
権
国
家
で
あ
る
」
旨
を

明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
―
―
国
際
的
に
は
、
自
衛
権
・
集
団

的
自
衛
権
は
国
家
の
固
有
の
権
利
と
さ

れ
て
い
る
（
国
連
憲
章
51
条
）
が
、
現

憲
法
は
こ
れ
を
保
証
し
て
い
る
の
か
。

　
現
憲
法
は
、
条
文
で
は
自
衛
権
と
集

団
的
自
衛
権
と
を
否
定
し
て
い
る
。
日

本
以
外
の
す
べ
て
の
国
家
が
持
て
る
普

遍
的
権
利
を
、
日
本
に
だ
け
否
定
し
て

い
る
の
が
現
憲
法
で
あ
る
。
自
衛
権

を
否
定
す
る
こ
と
は
生
存
権
を
否
定
す

る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
国
民
は
地
球
上

に
存
在
す
る
権
利
が
な
い
と
み
な
さ
れ

る
。
一
般
に
は
こ
う
い
う
も
の
を
、
究

極
の
民
族
的
差
別
と
呼
び
、
民
族
の
虐

殺
・
抹
殺
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
）を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
主
憲
法
に
は
、「
普
遍
的
権
利
で

あ
る
自
衛
権
と
集
団
的
自
衛
権
を
有
す

る
」
旨
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　
―
―
現
憲
法
に
は
政
府
の
目
的
が
明

記
載
さ
れ
て
い
る
か
。

　
現
憲
法
に
は
政
府
の
目
的
は
書
か
れ

て
い
な
い
。
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
一
方
、
前
文
に
は
「
政
府
の
行
為
は

惨
禍
を
起
こ
す
」
旨
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
自
主
憲
法
に
は
、
政
府
の
目
的
を

明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
―
―
憲
法
を
守
る
と
、
国
民
が
幸
福

に
な
る
の
か
？

　
現
憲
法
に
は
、
敗
戦
し
た
日
本
国
民

に
対
す
る
占
領
国
の
懲
罰
的
規
定
が
多

数
あ
る
の
で
、
幸
福
に
な
る
道
が
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
。
自
主
憲
法
は
、
日
本
国

民
が
幸
福
に
な
れ
る
制
度
を
定
め
、
政

治
を
行
う
べ
き
こ
と
を
明
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
―
―
政
府
は
国
民
の
生
命
と
財
産
を

と
し
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
機
会
を
逃

し
た
。そ
の
後
の
経
済
成
長
を
見
れ
ば
、

同
首
相
の
選
択
は
正
し
か
っ
た
と
も
言

え
る
が
、
国
と
し
て
の
よ
っ
て
立
つ
べ

き
根
幹
理
念
の
乱
れ
が
引
き
起
こ
し
た

惨
状
を
思
え
ば
、
あ
の
選
択
が
日
本
と

国
民
に
と
っ
て
決
し
て
「
是
」
と
は
な

っ
て
い
な
い
こ
と
に
、
は
っ
き
り
と
気

づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
、
現
憲
法
の
い
く
つ
か
の
問

題
点
を
一
問
一
答
形
式
で
考
え
、
日
本

が
作
る
べ
き
自
主
憲
法
で
の
代
案
を
提

示
す
る
。

　
―
―
現
憲
法
は
日
本
が
主
権
国
家
で

あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
か
。

　
前
文
に
は
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民

の
公
正
と
信
義
を
信
頼
し
て
、
わ
れ

ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決

意
し
た
」
と
、
日
本
の
命
運
を
外
国
の

諸
国
民
が
握
っ
て
い
る
と
明
記
し
て
い

る
。
こ
う
い
う
状
態
は
、
主
権
国
家
と

は
呼
ば
な
い
。
こ
の
た
め
、
現
憲
法
で

は
、
日
本
は
主
権
国
家
で
は
な
い
、
と

　
１
９
５
１
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

平
和
条
約
締
結
の
日
は
、
日
本
の
「
独

立
記
念
日
」
と
す
べ
き
だ
と
す
る
論
が

あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
、
敗
戦
後
の
日
本
が

国
と
し
て
の
自
主
独
立
を
取
り
戻
す
戦

後
最
大
の
好
機
だ
っ
た
。
こ
の
時
は
吉

田
茂
首
相
（
当
時
）
が
経
済
復
興
を
優

先
し
て
、
１
９
４
７
年
に
施
行
さ
れ
た

現
行
の
日
本
国
憲
法
に
手
を
つ
け
よ
う

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
署

名
す
る
吉
田
茂
首
相
（
当
時
、
１
９

５
１
年
９
月
８
日
）
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沖
縄
は
２
０
２
２「
選
挙
イ
ヤ
ー
」

　
【
那
覇
】
沖
縄
県
の
２
０
２
２
年
は
、

１
月
の
名
護
市
長
選
、
南
城
市
長
選
を

皮
切
り
に
、
２
月
の
石
垣
市
長
選
、
４

月
の
沖
縄
市
長
選
、７
月
の
参
議
院
選
、

９
月
に
は
沖
縄
の
将
来
を
決
め
る
県
知

事
選
と
宜
野
湾
市
長
選
、
そ
し
て
10
月

に
県
都
・
那
覇
市
の
市
長
選
が
あ
る
。

ま
さ
に
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
と
な
る
。
い

ず
れ
も
自
民
・
公
明
党
勢
力
と
共
産
党

率
い
る
オ
ー
ル
沖
縄
勢
力
と
の
戦
い
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
21
年
７
月
の
那
覇
市
議
選
で
は
共
産

党
の
現
職
市
議
２
人
が
落
選
、
自
民

党
会
派
市
議
が
６
人
か
ら
12
人
に
倍
加

し
、
保
守
勢
力
の
回
復
、
オ
ー
ル
沖
縄

勢
の
衰
退
が
続
い
た
。
ま
た
衆
院
選
で

は
、
共
産
、
社
民
が
そ
れ
ぞ
れ
１
議
席

を
守
っ
た
も
の
の
、
自
民
が
比
例
復
活

を
ふ
く
め
４
選
挙
区
で
議
席
を
確
保
し

た
。

　
沖
縄
の
保
革
対
決
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
は
、
知
事
の
椅
子
の
争
い
だ
が
、
そ

の
民
意
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
知
事
に
対
す
る
住

民
訴
訟
で
あ
る
。
オ
ー
ル
沖
縄
が
支
持

し
た
故

翁
長
雄

志
前
知

事
と
玉

城
デ
ニ

ー
知
事

の
県
民

の
民
意

を
無
視

し
た
政
治
活
動
に
対
し
て
、
住
民
が
裁

判
を
起
こ
し
、那
覇
地
裁
で
係
争
中
だ
。

　
ま
た
、
19
年
10
月
に
発
生
し
た
首
里

城
火
災
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に

損
害
賠
償
を
請
求
す
る
よ
う
県
に
求
め

て
21
年
11
月
に
始
ま
っ
た
住
民
訴
訟
で

も
、
玉
城
知
事
の
責
任
が
追
及
さ
れ
て

い
る
。

　
那
覇
市
政
で
も
、
孔
子
を
祭
る
孔
子

廟
の
た
め
に
市
の
公
園
内
の
土
地
を
無

償
提
供
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
憲

法
の
「
政
教
分
離
の
原
則
」
に
違
反
す

る
と
し
て
起
こ
し
た
住
民
訴
訟
で
は
、

最
高
裁
大
法
廷
が
21
年
２
月
、
違
憲
と

判
断
さ
れ
市
が
敗
訴
し
た
。

　
国
政
、県
政
、市
政
の
各
レ
ベ
ル
で
、

オ
ー
ル
沖
縄
勢
は
不
評
が
増
大
し
つ
つ

あ
り
、
総
体
的
民
意
と
し
て
保
守
が
優

勢
を
占
め
つ
つ
あ
る
。
国
政
の
民
意
を

問
う
総
選
挙
で
、
自
民
党
本
部
の
事
前

調
査
で
「
ほ
ぼ
全
滅
」
と
い
わ
れ
た
４

選
挙
区
す
べ
て
に
お
い
て
、
自
民
党
議

員
全
員
が
当
選
を
果
た
せ
た
事
実
は
大

き
い
。

　
自
国
連
沖
縄
支
部
は
こ
の
流
れ
を
助

長
す
べ
く
、
先
の
那
覇
市
議
選
、
総
選

挙
に
お
い
て
地
元
支
持
者
の
協
力
を
得

て
「
オ
ー
ル
沖
縄
＝
共
産
党
」
の
チ
ラ

シ
配
布
と
街
宣
を
中
心
と
し
た
選
挙
活

動
を
総
力
を
挙
げ
て
行
っ
た
。

　
規
模
こ
そ
ま
っ
た
く
違
え
、
そ
の
願

い
に
お
い
て
は
、
先
の
大
戦
で
沖
縄
救

出
戦
に
お
い
て
全
国
か
ら
約
11
万
人
の

陸
海
軍
を
総
動
員
し
、
虎
の
子
の
戦
艦

大
和
さ
え
特
攻
出
撃
さ
せ
た
旧
日
本
軍

の
思
い
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　
そ
の
後
米
軍
に
占
領
さ
れ
辛
酸
を
な

め
た
沖
縄
が
返
還
さ
れ
て
50
年
と
な
る

22
年
。
民
意
の
選
挙
に
よ
っ
て
オ
ー
ル

沖
縄（
＝
共
産
左
翼
勢
力
）か
ら
県
政
、

市
政
を
奪
い
返
す
闘
い
に
勝
利
す
る
こ

と
こ
そ
、
我
が
国
が
真
の
自
主
独
立
国

家
と
な
れ
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
と
な

る
。

　
２
０
２
２
年
は
、
日
本
が
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
」
を
抱
え
た
ま
ま
77
年
目
の
年

と
な
る
。「
オ
キ
ュ
パ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
占
領
日
本
）」
か
ら
解
放
さ
れ
た
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効
（
１
９
５
２
年
）
70
周
年
（
４
月
28
日
）、
ま
た

米
国
占
領
下
か
ら
の
沖
縄
祖
国
復
帰
（
１
９
７
２
年
）
も
50
周
年
（
５
月
15
日
）

を
迎
え
る
。
ど
ち
ら
も
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
る
占

領
統
治
か
ら
日
本
が
独
立
し
、
一
人
前
の
国
家
と
な
る
た
め
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
。
占
領
統
治
下
に
日
本
の
国
体
を
決
め
る
日
本
国
憲
法
が
制
定
、
施

工
さ
れ
、
今
日
ま
で
一
度
も
改
正
さ
れ
な
い
ま
ま
国
と
国
民
の
指
針
と
な
っ
て

い
る
。
22
年
こ
そ
、
国
会
が
憲
法
審
査
会
で
、
現
憲
法
の
不
備
な
点
を
見
直
し
、

自
主
憲
法
を
制
定
す
る
年
に
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

「
戦
後
」総
決
算
の
年

沖縄復帰記念式典（1972年5
月15日、那覇市で）

サンフランシスコ条約70年、沖縄返還50年
2022年を自主憲法制定の年に
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北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
っ

て
は
米
国
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
す
で
に
「
外
交
ボ
イ
コ
ッ

ト
」
を
表
明
。
日
本
は
ま
だ
正
式
な
態

度
を
表
明
し
て
い
な
い
が
、
ボ
イ
コ
ッ

ト
を
主
張
す
る
国
民
集
会
は
、
政
府
の

態
度
に
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　
集
会
で
は
、
大
杉
実
生
実
行
委
員
長

は
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は﹃
平
和
の
祭
典
﹄で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
第
二
項
で
は
﹃
人

間
の
尊
厳
性
の
保
持
﹄
を
明
確
に
謳
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
共
産
党
が
指
導
す

る
現
在
の
中
国
に
は
人
間
の
尊
厳
性
を

保
持
す
る
姿
勢
が
微
塵
に
も
な
い
。
だ

か
ら
、
誰
か
が
声
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
で
各
団
体
に
呼
び

掛
け
て
大
会
に
踏
み
切
っ
た
」。

ッ
ト
す
れ
ば
北
京
は
必
ず
報
復
す
る
」

と
威
嚇
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
も
「
五
輪

と
ス
ポ
ー
ツ
の
政
治
化
に
断
固
反
対
す

る
」
と
の
声
明
を
出
し
、
中
国
批
判
を

避
け
た
が
、
人
権
侵
害
を
重
く
見
る
欧

州
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
「
外
交
的
ボ
イ
コ

ッ
ト
」に
踏
み
切
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　
「
五
輪
の
開
会
式
で
は
、
中
国
国
家

主
席
の
習
近
平
共
産
党
総
書
記
に
対
し

て
儀
礼
と
は
い
え
、
敬
礼
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
開
会
式
へ
の

参
加
に
は
外
交
的
に
も
ボ
イ
コ
ッ
ト
す

べ
き
で
あ
る
」

　

大
杉
実
行
委
員
長
は
、
こ
う
語
り
、

北
京
五
輪
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
向
け
て
決
意

を
新
た
に
し
た
。

　
同
様
の
デ
モ
は
、来
年
１
月
９
日
に
福

岡
、１
月
23
日
に
は
大
阪
で
行
わ
れ
る
。

っ
た
と
い
う
報
道
が
世
界
中
に
広
ま
っ

た
。
未
だ
に
所
在
も
元
気
か
ど
う
か
も

不
明
で
あ
る
。

　
彭
帥
さ
ん
と
電
話
会
談
し
た
と
さ
れ

る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
は
「
彼
女
は

圧
政
下
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
記
者
会
見
で
話

し
た
が
、女
子
テ
ニ
ス
協
会
（
Ｗ
Ｔ
Ａ
）

は
12
月
１
日
、
中
国
で
の
す
べ
て
の
大

会
中
止
を
発
表
、
男
子
プ
ロ
テ
ニ
ス
協

会
（
Ａ
Ｔ
Ｐ
）
も
２
日
、
Ｗ
Ｔ
Ａ
の
決

定
を
支
持
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、

同
事
件
に
憤
り
「
北
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
な
ど
と
ん
で
も
な
い
」
と
言
い

始
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
中
国
は
こ
れ
ま
で
共

産
党
系
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
「
ボ
イ
コ

和
田
政
宗
氏
か
ら
も
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
け
ら
れ
た
。

　
集
会
後
、約
二
百
人
（
主
催
者
発
表
）

の
デ
モ
参
加
者
が
会
場
の
日
比
谷
公
園

に
結
集
、
数
寄
屋
橋
、
銀
座
に
向
け
て

「
人
権
侵
害
国
家
に
五
輪
開
催
資
格
は

な
い
」「
北
京
五
輪
反
対
の
声
を
あ
げ

よ
う
」
な
ど
の
横
断
幕
を
掲
げ
て
整
然

と
デ
モ
行
進
し
た
。

　
中
国
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
は
、
日

本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
干
田
ケ
リ
ム
会
長

は
、中
国
共
産
党
が
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」

国
家
と
し
て
多
く
の
少
数
民
族
を
虐
殺

し
て
お
り
、
未
だ
に
止
め
る
こ
と
も
な

く
続
け
て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
で
は
職
業

訓
練
所
と
称
し
た
強
制
収
容
所
に
百
万

人
と
も
二
百
万
人
と
も
言
わ
れ
る
ウ
イ

グ
ル
人
が
収
容
さ
れ
て
い
る
。

　
同
収
容
所
か
ら
出
所
し
た
人
た
ち
の

証
言
に
よ
る
と
、
収
容
所
で
は
拷
問
や

レ
イ
プ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

ウ
イ
グ
ル
人
や
中
国
の
気
功
集
団
法
輪

功
の
信
者
は
「
臓
器
売
買
」
の
た
め
生

き
た
ま
ま
臓
器
を
摘
出
さ
れ
る
な
ど
、

非
人
道
的
な
行
為
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、「
民
族
浄
化
」
と
称
し
て
、
漢
人

と
の
結
婚
を
強
要
さ
れ
た
り
、
子
供
を

産
め
な
い
よ
う
に
強
制
不
妊
手
術
を
施

さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
中
国
共
産
党
に

よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
ナ
チ
ス
の
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く

ら
い
の
規
模
で
あ
る
。

　
更
に
、
中
国
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手
の
彭

帥
さ
ん
が
中
国
元
副
首
相
の
張
高
麗
に

よ
り
性
暴
力
を
受
け
、
そ
の
こ
と
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、
告
発
す
る
と
、
彼
女

は
忽
然
と
姿
を
消
し
て
行
方
不
明
と
な

　
そ
の
後
、
自
治
基
本
条
例
に
反
対
す

る
市
民
の
会
会
長
の
村
田
春
樹
氏
が
基

調
演
説
を
行
い
、「
人
権
侵
害
を
行
っ

て
い
る
国
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催

す
る
資
格
は
な
い
」
と
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
２
０
１
４
年
２
月
の
ロ
シ
ア
の
ソ

チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
ロ
シ
ア
が
３
月

に
ク
リ
ミ
ア
併
合
に
踏
み
切
っ
た
例
を

引
用
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
に

中
国
に
よ
る
台
湾
侵
攻
の
可
能
性
を
示

唆
し
た
。

　
続
い
て
各
団
体
の
代
表
者
が
ボ
イ
コ

ッ
ト
を
政
府
に
要
請
す
る
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
決
意
表
明
を
発
表
、
全
会
一

致
で
合
意
し
て
会
は
終
了
し
た
。

　
衆
議
院
議
員
の
杉
田
水
脈
氏
、
三
ツ

林
裕
巳
氏
、参
議
院
議
員
の
山
田
宏
氏
、

　
令
和
４
年
２
月
に
北
京
で
開
催
予
定
の
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
反
対
す
る

「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト・緊
急
国
民
集
会
」（
主
催
、同
推
進
実
行
委
員
会
、

協
賛
、
自
由
国
民
連
合
な
ど
）
が
12
日
、
東
京
都
内
の
日
比
谷
図
書
館
地
下
大
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

中
国
に
五
輪
開
催
の
資
格
な
し

会
員
拡
大
に
集
中

大会で基調講演をする村田春樹氏（12月12日、日比
谷図書館大ホール）

『民主主義に魂を込める─ 「天民主義」による日本再興』

東
京
で「
緊
急
国
民
集
会
」と
デ
モ
行
進

三島の勉強会で県議会議員や市議会議
員も参加。中共の脅威について熱弁を
ふるう小野寺編集長

　国旗を掲揚し、国家を斉唱する。この国
民として当たり前の行為が敗戦国日本では
一時的に禁止され、使っていた教科書ま
でもが黒々と墨で塗られた。1952年4月28
日、サンフランシスコ講和条約によって主
権が回復したが、連合国総司令官総司令部
（GHQ）の日本精神崩壊計画はしっかりと
根を下ろし、戦後76年を経てもその呪縛か
ら逃れられない現実がある。
　日本人の誇りを取り戻すにはどうしたら
良いのか？ 本年4月28日、主権回復の日に
設立された自由国民連合は『令和維新宣言』
を発表し、正面から日本再興に取り組むこととなった。この小
冊子は、令和維新宣言の中核である『天民主義』を解説し、肇
国の理想を掲げて出発した日本の国体が、いかに素晴らしいも
のであるかを分かりやすく解説したものである。
　日本人が育んできた『和』と『まこと』。この精神が世界の民
主主義に喝を与える時が来た。真に平和を愛してきた日本人が
自信を持って世界をリードしていかなければならい。「日本に生
まれて良かった」そうした感動がむくむくと湧き上がる冊子で
ある。来年4月28日は主権回復から70周年の記念日となる。愛
国勇士の全てに強く薦めたい良書である。

自由国民連合教育局編集・発行
新刊紹介

項
目
決
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
要

望
の
多
か
っ
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
実
施

し
て
き
た
。
勉
強
会
は
次
の
通
り
。

　
①
憲
法
改
正
に
つ
い
て
―
―
西
鋭
夫

教
授
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
と
意
見
交
換

　

②
偏
向
マ
ス
コ
ミ
（
朝
日
、
毎
日
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
実
態
︙
︙
あ
る
議
員
の

YouTube

視
聴

　
③
中
国
の
脅
威
―
―
２
回
に
わ
た
っ

て
小
林
幸
司
自
国
連
事
務
局
長
と
小
野

寺
敬
一
「
和orld

」
編
集
長
を
招
い
て

開
催

　
④
函
南
町
の
課
題
と
歴
史

　
⑤
皇
室
に
つ
い
て
―
12
月
18
日
、
世

日
ク
ラ
ブ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴

　
選
挙
応
援
活
動
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
。

・
６
月
20
日
投
開
票
の
静
岡
県
知
事
選

に
向
け
て
、
事
前
に
地
方
議
員
４
人
と

共
に
会
員
20
人
余
り
が
参
加
し
て
対
策

会
議
を
行
っ
た
。
約
１
个
月
の
選
挙
活

動
に
全
力
投
入
し
た
が
、結
果
は
大
敗
。

し
か
し
、
選
挙
期
間
中
、
特
に
真
剣
に

活
動
し
て
い
る
議
員
や
会
員
と
親
密
に

な
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

・
10
月
31
日
投
開
票
の
衆
議
院
選
の
応

　
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
自
国
連
設
立
以
前

の
２
０
２
１
年
２
月
か
ら
①
会
員
の
意

識
高
揚
の
為
に
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て

勉
強
会
を
持
つ
②
県
知
事
選
と
衆
院
選

で
勝
利
す
る
こ
と
の
二
つ
を
具
体
的
目

標
に
し
て
活
動
を
し
て
き
た
。　

　
勉
強
会
は
、
三
島
、
沼
津
、
函
南
の

３
箇
所
を
拠
点
と
し
、
各
地
域
で
定
期

的
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
勉
強

会
の
テ
ー
マ
は
ス
タ
ッ
フ
で
事
前
に
10

援
　
「
立
憲
共
産
党
」
の
ビ
ラ
３
万
枚
配

布
、
効
果
が
あ
っ
た
。
至
る
所
の
街
頭

や
集
会
所
で
候
補
者
や
応
援
し
て
い
る

議
員
と
会
う
こ
と
で
強
い
絆
が
出
来

た
。
結
果
は
応
援
し
た
２
人
と
も
当
選

し
た
！

　
今
年
は
、
６
人
の
主
要
ス
タ
ッ
フ
と

会
議
を
定
期
的
に
持
ち
な
が
ら
活
動
を

進
め
て
来
た
１
年
で
し
た
。
三
島
、
沼

津
、函
南
を
拠
点
に
活
動
し
て
き
た
が
、

来
年
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
県
を
超

え
て
活
動
で
き
る
よ
う
計
画
し
、
実
行

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
は
現
在
、
会
員
数
が

約
40
人
で
、
会
員
を
育
成
し
て
自
国
連

の
会
員
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
今
後
会
員
拡
大
、
地
域
活
動
な
ど

活
動
範
囲
を
広
げ
て
行
く
時
、
資
金
面

で
活
動
を
制
約
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

場
合
に
備
え
、
一
方
で
は
経
済
基
盤
づ

く
り
を
組
織
運
営
の
重
要
な
テ
ー
マ
と

位
置
づ
け
た
。

　
何
と
い
っ
て
も
、
組
織
力
強
化
の
た

め
の
会
員
拡
大
が
優
先
課
題
。
会
員

で
組
織
活
動
の
中
心
課
題
を
検
討
し
た

時
、
自
国
連
が
目
指
す
日
本
と
世
界
の

平
和
と
繁
栄
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず

個
人
と
し
て
よ
く
学
び
、
人
格
、
品
格

を
向
上
さ
せ
、
同
時
に
理
想
的
な
家
庭

を
形
成
す
る
こ
と
が
会
員
拡
大
の
第
一

歩
だ
と
の
一
つ
の
結
論
が
で
た
。
そ
の

結
果
、個
人
学
習
は
勿
論
、知
人
、友
人
、

有
識
者
を
家
庭
に
招
い
て
行
う
家
庭
集

会
や
研
修
会
を
実
施
し
て
き
た
。
12
月

12
日
に
は
佐
野
道
治
講
師
を
迎
え
て
今

年
最
後
の
研
修
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
参

加
者
14
人
で
、
う
ち
８
人
が
新
規
参
加

者
だ
っ
た
。

　
来
年
か
ら
は
毎
月
一
回
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
予
定
で
、
会
員
拡
大
に
邁
進
し

て
い
く
。

  

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

毎
月
の
勉
強
会
と
知
事

選
、
衆
院
選
を
目
標
に

  

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

「人権侵害国家に五輪開催資格はない」などの横断幕を
掲げて日比谷公園からデモ行進する北京オリンピック
ボイコット支持者たち（12月12日）

知
事
選
で
は
、『
静
岡
に
媚
中
知
事
は
い

り
ま
せ
ん
』
と
書
い
て
闘
っ
た


